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障がい傾向のある不登校・ひきこもり支援プロジェクト　報告書 

 

１　経緯 

令和５～６年度にかけて行った「発達障がい等の傾向のある不登校児への切れ目

のない支援体制整備プロジェクト」では、福祉関係者により不登校児１人１人のニ

ーズに応じた個別の支援を行った。しかし、多数の不登校児に対して福祉関係者の

みでそのような個別の支援を行うことは困難であることから、インフォーマルなも

のも含めた広い意味での社会資源や支援者を把握し、支援に活用することで、より

多くの不登校児に対応することが可能になると考えられた。 

このため、令和７年度は「障がい傾向のある不登校・ひきこもり支援プロジェク

ト」として、地域における様々な支援者の把握や情報交換などを行うこととなった。 

 

２　不登校・ひきこもり講演会 

まずは地域への課題提起として、不登校・ひきこもり講演会「一歩踏み出した人

たちの話を聞こう」を令和８年１２月１０日（水）に開催した。この講演会では、

不登校を経験して現在は支援者として活躍している方や、就労選択支援事業所等で

管理者を務めている方を講師に招き、５０人もの方々に参加いただくことができた。

講師からは自身の体験や経験も含めた貴重な話を伺うことができ、講演会後のアン

ケートでは「大変よかった」「よかった」との感想が９割以上を占めた。 
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３　不登校・ひきこもり情報交換会 

福祉関係者による支援だけでなく、広い意味での支援者による支援を把握するた

め、不登校やひきこもりを支援している地域の方々に声をかけて、情報交換会を行

った。具体的には、放課後等デイサービス、フリースクール、スポーツ教室、学習

塾、カフェ、教育支援センター、スクールソーシャルワーカー、ＣＳＷなどに参加

してもらい、どのような支援を行っているのかなどお話しいただき、情報交換を行

った。 

その結果、不登校やひきこもりとの関わり方や支援内容は様々であり、支援者が

それぞれの思いや考えに基づいて、それぞれ異なるアプローチで支援していること

が確認できた。 

 

４　まとめ 

不登校・ひきこもり講演会では５０人もの方々に参加いただくことができ、関心

の高さが伺えた。また、参加者の多くは当事者の家族であり、講師の話に熱心に耳

を傾けていた。 

不登校・ひきこもり情報交換会では、それぞれの支援者によって話される内容や

支援の仕方などは異なるものの、どの支援者も熱い思いをもって支援していること

が感じられた。 

今回のプロジェクトを通じて、不登校やひきこもりへの支援については、福祉関

係者のみならず、様々な支援者が、様々な方法で支援していることが改めて確認で

きた。当事者それぞれが、各自に合った居場所を見つけられるよう、今回得られた

知見や支援者との繋がりを、今後の支援に役立てていく。


